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研究成果概要 

近年 GeV のエネルギー領域では高精度の宇宙線ミューオンフラックスの測定がなされ

ている。ミューオンとニュートリノは共にπ中間子（やＫ中間子）の崩壊に伴って同時

に生成されるので、宇宙線ミューオンのデータを用いることで、ニュートリノのフラッ

クス計算が正しいか否かが検証できる。このような考えにもとづき地上で測定されたミ

ューオンのフラックスのデータと計算結果を比較し、フラックス計算を改善してきた。

しかし地上のミューオンのデータを用いたのではニュートリノのエネルギーで1GeV以下

の領域については不定性が大きい。そこで大気上空でのミューオンのデータを用い、ま

た新しい相互作用モデル（JAM）を用いて 1GeV 以下のエネルギー領域でのフラックスの

計算精度を上げる努力をしてきた。 

 

ここに示す図は新しい相互作用モデル JAM を更に HARP 実験データに合うようにチ



ューンしたモデルを用いて BESS の上空ミューオンデータ（＠Fort Sumner）と比較し

たものである。全体的にデータと計算との一致はよいと言える。 

 

この相互作用モデルを用いて大気ニュートリノフラックスの計算をおこなった。その

結果 1GeV 以下のエネルギー領域で新たな計算は今までに比べてフラックスを大きく予

言するとの結論になった。上図に今までのフラックス（HKKM06）との比較を示す。定

量的には 0.3GeV で今までのものより約 10%高くなっている。 

なお、本研究結果は論文として投稿した。 

整理番号  

 


